


Touhoku Construction Engineer Story / 技術者物語

　皆さんは、地域建設業にどのようなイメージをお持ちですか。
 地域建設業は、地域の人々が、安全・安心で快適な生活を送るた
めに必要な社会資本整備を担う、なくてはならない重要なお仕事
です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　小さい頃、ミニカーや建設重機のミニチュアで遊んだことがあ
りますよね。建設現場にはあのワクワク感があふれています。また、
様々な業種の人がワンチームとなって安全第一に誇りをもって従
事しています。みんなが現場でのヒーローです。
　ICT・DX・BIM/CIMによる建設現場環境の変化により、イノベー
ションを巻き起こし、更なる発展を遂げるでしょう。
　今、建設業界では、働き方改革による週休２日制やIoT、AＩ等の
新技術を積極的に建設施工やインフラメンテナンスの現場を推進
しています。
　仲間と汗を流して働き、給料が良い、休暇がとれる、希望が持て
る、加えてかっこいい、の新４Kを目指す地元建設企業がみんなを
待っています。
　皆さんの若い力と情熱で建設業の未来を創造しましょう。
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　青森県の地元建設企業でいち早くＩＣＴ（情報通信技術）施工に
取り組み始めた齋勝建設（五所川原市、齋藤彰浩社長）。２０１６年
頃から着手し、いまでは着工前の測量調査業務から施工、納品ま
でのＩＣＴ施工の内製化が完了し、現場の省力化と働き方改革を推
進するｉ-Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎのトップランナーとして県の建設産業界
をリードする。
　土木部工務第一課総括班長の千葉直樹さんは、隣のつがる市出
身で、五所川原工業高校（現五所川原工科高校）卒業後の２０１1年
に入社した。志望の決め手は「在学中に高校の体育館工事を施工
している齋勝建設の人たちが働く姿を見たこと」だ。生き生きと働
く姿を見て「こんな職場で働いてみたいと思った」と当時の印象を
語る。就職氷河期だったが「たまたま求人があった」と運命に導か
れ、入社が決まった。母親も齋勝建設の鐵構工場で働いているも
のの「部門が違うため、社内で関わることは全くない」と少し残念
そうだ。
　小・中・高とバレーボール一色の青春を過ごした千葉さん。県内
有数の強豪校として全国大会にも出場経験がある五所工高バレー
ボール部の厳しい練習を乗り越えたことで「体力はもちろん、忍耐
力や礼儀も身に付いた」と、学生時代の経験を社会に出た後も役
立てている。
　土木技術者としては異色の電子科出身。在学中に学んだ製図は
役立ったものの「土木に関しては素人同然だった」と振り返る。入
社前は「身体を動かすことが好きで、外仕事が中心になると考えて

いた」ものの、現実は「思った以上にデスクワークが多かった」と
土木技術者のイメージが一転。舗装工事や河道掘削工事、護岸工
事など、ものづくりの現場で担当技術者として経験を積み重ねて
きた。
　「責任と不安を抱えながら臨んだ」という初めて現場代理人を
務めた工事では「それまでの知識と経験だけでは、わからないこ
とだらけだった」と、同僚や上司、先輩に相談し、教えてもらいなが
ら無事に完成させることができた。
　千葉さんが土木技術者として最も気を遣っているのが「良い雰
囲気の現場づくり」だ。これまでの経験上「ピリピリした空気から
は良いものがつくれない。万が一に備え、なんでも話し合える風通
しのいい環境で、情報を共有しておくことが大事だ」と現場監督し
ての心構えを説く。
　社内でＩＣＴ施工のノウハウが成熟化しつつある中、自身も６件ほ
どの現場でＩＣＴ施工を経験してきた。担当した現場では、発注者で
もある県の職員向けにＩＣＴ活用工事現場研修会も開催。従来の機
器とＩＣＴによる比較と精度をパソコンとモニターを使って説明し
たほか、実際にＩＣＴ機材を利用した施工方法と作業の業務フロー
を実践形式で紹介し、好評を得た。
　ここ数年は青森県が発注している河床掘削工事を担当している。
「６月から９月にかけては雨がたくさん降り、水がよくまわる時期の
ため、気を遣うことが多い」という。東北地方でも特に雪深く、地
吹雪体験が観光資源にもなっている五所川原市。冬の作業はまず

除雪から始まり、ダンプトラックが安全に走行しているかなど「いく
ら気を配っても足りない」と現場の隅々から作業員の健康状態にま
で注意を払う。
　こうした厳しい自然環境の中で日々仕事に励むが「計画されたも
のが段々とかたちづくられ、工事が完成した時の達成感は格別だ」
と土木に魅せられている。「作業員や監督員、多くの企業が関わるこ

とで、ようやく一つの工事が完
成する。その中でチームとして
一緒に物事を成し遂げた喜びが
ある」と土木技術者の冥利を語
る。建設業を志す学生に向けて
は「人と人のつながりがとても
大事な仕事。コミュニケーション
をとれることが求められる。友
人や家族、先生たちと話す機会
を勉強だと思って大事にしてほ
しい」とエールを送る。

“現場の雰囲気第一に、チームでものづくり”

休日は２歳半の子どもと公園で過ごす

　千葉さんが現場代理人を務めた青

森県西北地域県民局発注の十川総合

流域防災（加速化対策）工事は、既設

堤防の洗掘箇所に護岸ブロックを設置

し、浸透・浸食・決壊しないようにする

もの。中州を掘削して川幅を拡げ、河

川の流量を増やすことで、大雨でも河

川の水位を低く保つことが目的だ。６

―９月は増水しやすく「施工箇所が水

没してしまうことも多々あり、安全面

と品質管理が重要だった」と振り返る。

UAV

仕事の1日
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6:30　起床
もう少し寝たいけれど子どもと
一緒に

8:00　朝礼
当日の作業内容などを打ち合わ
せ

18:00　帰宅
妻と子どもの帰宅前に晩ご飯の
準備

20:00　就寝
疲れていると子どもと一緒にす
ぐ寝てしまう

13:00　作業開始
主に書類作成と現場の確認

7:30　現場着
ラジオ体操やKY（危険予知）活
動は日課

12:00　昼食
看護師で忙しい妻の手作り弁当
に感謝

17:00　作業終了
日没が早い冬季は16:30までに
作業を終える

18:30　夕食
家族3人で仲良く。食後は子ども
と入浴
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電子科卒の異色の技術者
さまざまな現場経験を経て
最先端のＩＣＴ施工を牽引

1992年5月生まれ。青森県つがる市出身。
1級土木施工管理技士・二等無人航空機操縦士

齋勝建設  株式会社
本社／〒037‒0091　青森県五所川原市大字太刀打字早蕨98‒4
TEL.0173-35-2710　FAX.0173-35-7018
URL　https://www.saikatsu.co.jp/

土木部工務第一課総括班長

千葉　直樹さん　Naoki　Chiba

Aomori

　工業高校の電子科を卒業して１3年目だが、なんでもテキパキとこなし、自分の思惑
通りにものごと進めている印象だ。いまはＩＣＴ施工を担当してもらっている。現場の管
理に加え、ソフトも使える人材として、さまざまなことに対処しつつ、自分で判断できる
土木技術者だ。今後はさらに頼られる技術者となり、会社を支えてほしい。

取締役土木部長

木村 英人氏

上司・先輩から一言

技術者物語

　無人航空機で通称ドローンとも呼ばれる。遠隔または自動操縦で、デジタ
ルカメラを搭載し、測量現場での空撮画像解析による3次元データ作成や地
形図作成のほか、災害時の状況確認など幅広い分野に活用されている。

02職場訪問

教えて
建設用語
！
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　3K（きつい・汚い・危険）から新3K（給与・休暇・希望）へ。創業
から60年以上にわたり大リーグ大谷翔平選手の故郷 奥州市の発展
を支え、地域に安全を届けている栗原建設（岩手県奥州市、千葉
裕之社長）。社員37人中12人が女性で、完全週休２日や養育目的・
看護休暇などの福利厚生が充実し、社員が働きやすい職場づくり
が進む。そこに「充実した制度と明るい社風に惹かれて転職先に
決めた」のが地元・奥州市出身の佐藤悠人さん。若手や女性社員
が増える中、そのリーダー格として今後の活躍が期待される土木
技術者だ。
　オリンピック４大会で７つのメダルを獲得した内村航平選手に憧れ
て水沢南中学校では体操部に入部したが、身体を酷使する競技のた
め、何度も骨折を経験した。水沢第一高校進学後は心機一転、陸上
部で棒高飛びを始め、県の強化指定選手に選ばれるほどの活躍を
みせた。大会や記録会に向けてモチベーションを高めていく方法論
など「学生時代のさまざまな経験が現職に生きている」と振り返る。
　子どものころから地元の建設会社で働く父親の背中を見て育ち
「建設業は身近な存在だった」という。「家庭では大人しい人という
印象だが、現場で毅然と指揮する姿とのギャップに驚いた」と高校
卒業後は父の後を追って同じ会社に就職した。
　最初に従事したのは側溝を入れる現場だった。「１カ月も経つと
目に見えて形になっていった。１日を通してやることが尽きない
建設業の仕事は楽しかった」と早くも建設業の魅力の一つの達成
感を味わった。続く宮城県気仙沼市内でのトンネル工事の現場は、

東日本大震災からの復興に貢献しているという使命感もあり「現場
まで片道２時間半の道のりもあっという間に感じた」と充実感にあ
ふれた。
　ただ、その後に配属された岩手県沿岸部の大槌町の宅地造成
工事では初めて現場に常駐することになり「最初は楽しかったが、
自分の車がなく、休日も引きこもりがちになった」と２年間も作業
所と宿舎を往復する毎日だった。
　これをきっかけに職を辞して地元で舗装工事を主体とする建設
会社に入社。そこで偶然にも尊敬する父と同じ現場で働くことに
なった。「現場の隅々や先のことまで気を配りながら仕事をして
いる」父の姿を目の当たりにし「視野の広さが全然違った」と経験
工学とも呼ばれる土木の奥深さを体感する。栗原建設の下請けと
して入った現場では「若いわりにテキパキと作業していた」（千葉
社長）と、その働きぶりが評価されて同社への転職につながった。
　栗原建設入社後は、主に道路・河川工事に従事し、2024年に初
めて下水道工事の現場代理人を務めた。会社から契約履行の権限
を授与されている現場代理人としては「施工面はもちろん、事故
などの安全対策、周辺や環境対策などにも責任がある。作業員や
発注者との打ち合わせ、作業工程の管理、近隣住民や第三者への
配慮など、考えなければならないことは多岐にわたる」と気合い
を入れて臨んだ。
　岩手県の「いわて女性活躍認定企業」や「いわて子育てにやさ
しい企業等認証企業」にも選ばれるなど「働きたい会社」を実現

している栗原建設。佐藤さんも転職後に結婚、子どもに恵まれ、マイ
ホームも手に入れた。「福利厚生を始め、社員のことをしっかり考え
てくれる会社。自分の子どもにも栗原建設で働いてほしい」という
ほど、新3Kを実感できる充実した環境にある。
　土木の仕事は「幅が広く、さまざまな楽しさがある。つくったもの
が目に見えることで達成感もある。今後は橋梁などの難工事にも挑戦
してみたい」と語る佐藤さん。「将来、成長した子どもに自分が担当
している現場を見せたい」と、かつての自分のように、子どもが憧れ
る現場技術者となるよう経験を重ねながら技術の研さんと知識の
習得に励む。

“新3K実感の職場で躍動する若手技術者”

社員旅行

　佐藤さんが担当しているのは、奥州

市が発注した羽田処理分区沼尻地区

管渠築造その２工事だ。延長700㍍に

わたる下水管の築造工事で、管の敷設

に加えて、住宅地の取付管、公共桝を

設置するため、約60軒を一つずつ訪問

し、工事の理解を得た。「地域の人との

密な打ち合わせが成否のカギ」と丁寧

な説明と対応を心掛けている。

グレーダー

仕事の1日
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17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00
24：00

６：00　起床
朝食は納豆ご飯か食パン
先に子供に食べさせてから自分も

７：30　現場到着
代理人として基本は一番のり

８：30　現場管理
現場を巡回し指示を出したり、測量
等を行う

17：00　仕事終了
現場を巡回し、戸締り確認等を行う
17：30　帰宅
基本的に残業が無いので、このくらい
の時間には帰宅

13：00　仕事再開
作業員さんと再度打ち合わせ
打合せ簿を作成し、書類の作成や
現場で管理

10：00　休憩
10時と15時は15分休憩
夏場は熱中症体対策で少し長めに

７：15　出勤
出勤時のコーヒーはマスト

８：00　体操・朝礼
全員で体操した後、仕事内容を指示
作業員さんとのコミュニケーションを
しっかりと

22：00　就寝
子供を寝かしつけながら一緒に就寝

15：00　休憩
休憩しつつ、作業員さんとのコミュ
ニケーションを深める
休憩後、現場巡回。安全に作業が
できているか確認する

18：30　夕食
ビールを飲みながら、ご飯もしっかり
食べる

21：00　家事
洗濯物と食器洗いは自分の担当
毎日頑張ってます

19：30　入浴
子供と一緒に。入浴後は、子供と遊
んだりテレビを見る

12：00　昼食
弁当がある日は弁当
ない日はコンビニ弁当
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父の背を見て建設業志望
転職を経て理想の会社と邂逅
若手のリーダー格

1998年11月生まれ。岩手県奥州市出身。
２級土木施工管理技士

栗原建設  株式会社
本社／〒023‒0841　岩手県奥州市水沢真城字南塩加羅68‒１
TEL.0197-24-1403　FAX.0197-24-1402
URL　https://www.kurihara-kk.co.jp/

工事部工事係

佐藤　悠人さん　Yuto　Sato

Iwate

　入社３年目の25歳ですが、現場が好きで、さまざまなことに関心を持ち、担当した
工事では測量や出来形・写真管理などに意欲的に取り組んでいます。今は下水道工事
の現場代理人として頑張っています。同年代の若手社員、特に女性社員が増えたので
若手のリーダーとしての活躍も期待しています。弊社はこれからも地域社会に貢献し、
社員が楽しく建設の仕事で活躍できる環境を創っていきます。

代表取締役

千葉 裕之氏

上司・先輩から一言

技術者物語

　工事現場の整地や道路工事の路床・路盤の整地、路面や広場などの整形や仕上げ
などに使用するが、細やかな動きには熟練の技能が必要になる。また、積雪地では
先頭部や後部側面にブレードを追加装備することで、除雪作業でも活躍している。

02職場訪問

教えて
建設用語
！
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　柔和な物腰で丁寧かつ論理的に会話することから〝仕事ができ
る〟印象を与える渡部光輝さんは、仙台市の髙工に勤務する土木技術
者だ。意外にも子ども時代は控えめな性分で、建設業も背に腹は代
えられない理由から歩み始めたものの、苦境にめげない雑草魂を
秘めている。入職７年目の今は「自分には伸び代しかない」と大輪
を咲かせようとポジティブに物事を捉えながら業務に励む若人だ。
　幼少期の渡部さんは、山形県新庄市の父子家庭で祖母を含めた
３人で暮らしていた。「本を読むことが好きで、仲が良いと言える
友達も１人だけだった」が、小学校でサッカーを始めたことをきっ
かけに少しずつ活発になっていった。
　家庭環境は「率直に言ってお金がなかった」と話す。父親は出張で
不在が多く、祖母を亡くした中学時代以降は大半の日々を１人で暮
らした。必然的に食事は簡素になり、「低コストで少しでもカロリー
を多く摂取しようと袋ラーメンやピーナッツバターを塗った食パン
ばかり食べていた」と当時の苦学生ぶりを思いだし苦笑いする。
　こうした経験から「高校は卒業後直ぐにでも働き、お金を稼ぎた
い」との思いを抱き、高い就職率を誇る県立新庄神室産業高校環
境デザイン科に進学し、就職先は「在学中に合格した２級土木施工
管理技術検定（学科）を生かせて、独り立ちして働ける職場を探し
た」との理由から上京して中堅ゼネコンに入社した。
　最初の配属先は宮城県内でポンプ場新設工事の現場だった。赴
任当時は「数字が苦手だったため、技術職勤務は難しいのではな
いか。現場は３Ｋ（きつい・汚い・危険）で辛いんじゃないか」と不安

を抱いていた。実際に先輩技術者の補助業務に従事する中、「先輩
や職人さんとの会話の中で出てくる基準値が不慣れな㍉単位だっ
たため、話しに付いていけず、頻繁に間違えていた」と振り返る。
　だが、次第にみんなの会話についていけるようになり、懸念だっ
た単位計算も半年程度で順応したことから「やっていける」と自信
を付けた。
　その後、宮城県沿岸部に２年間程度滞在し、複数の現場を経験す
る中で「宮城はとても住みやすい地域だ。ここで長く暮らしていき
たい」と一念発起。転職に向けて求人情報サイトで「転勤がなく、
長く安定している建設企業を条件に設定した」ところ、仙台市で
７０年以上に渡り地域建設企業として土木工事を中心に手がける
髙工にたどり着き、就職を決めた。
　髙工に入社からわずかにして、社内の技術者が技術力と品質を
高めようと切磋琢磨する一方、職場環境は風通しが良く、書類の簡
素化や新技術の導入に積極的な社風から「前職に比べて残業時間
が圧倒的に減り、自由時間が増えたことでスキルも伸ばせるし、心
身も休められる。この会社に入って良かった」と実感した。
　現場代理人デビューは、仙台市内にある橋梁の耐震補強・補修工
事だった。現場のかじ取り役にプレッシャーを感じつつ、職人さん
と意見がぶつかり合うこともあったものの、先輩技術者のサポート
を受けて工事は円滑に進めることができた。ただ、橋梁の塗り替え
に関する資料を作成する際には、塗装の規格や試験キットの説明
文などが英語表記だったことから四苦八苦。「文献やウェブを駆使

し、必要な書籍も会社に購入してもらって徹底的に勉強した」結果、
発注者からの質疑に即答できるほどになり「根拠を説明できない方
が多いのに、とても良く調べられていますね」と称賛をもらうほどに。
完工時には、苦労した甲斐もあってひときわの達成感を味わった。
　その後も公園の多目的広場整備工事で野球場部分を手掛けるなどノ
ウハウを蓄積した渡部さん。工事を終える度に「自分らがつくった場所で
子どもたちが遊んでくれている姿を見ると〝頑張って良かった〟」とや
りがいを感じ、「まずは１級土木施工管理技士を取得し、未経験分野
の下水関連工事などにもチャレンジしたい」と向上心を高めている。
　休日は大好きなゲーム三昧でインドアに、２カ月に一回は県外で行
われる音楽ライブに彼女と足を運ぶなどして過ごす。

　その公私ともに充実をも
たらした建設業からは、身を
持って門戸の広さを感じて
きた。その経験を基に、後進
には「座学よりも経験が自分
の力になることが多い。興味
があれば、ぜひ飛び込んでき
てほしい」とエールを送る。

“門戸の広さ実感。宮城で安定・やりがい見い出す”

２カ月に１回はドハマリした音楽ライブへ

　取材時に渡部さんが現場代理人の補助と

して従事していたのは、仙台市が太白区で

進めている国道２８６号のバイパス化に伴い

築造する橋梁の下部工だ。橋台２基の片方

は作業スペースが狭い上に法面も急勾配だ

ったため、「状況に応じて掘削範囲を広くし

たことで法面崩壊などを未然に防いだ」と

いう。工事用仮設道路整備は、掘削土量が

１万５０００立方㍍と多く、法面が３段で、曲線

が伴う複雑かつ広い施工範囲だったが「ＩＣ

Ｔ建機を導入して重機オペレーターのみで

施工可能にした」ことで手元作業員を省人

化するなど、安全施工を心掛けている。

水平力分担構造

仕事の1日

5：00
6：00
7：00
8：00
9：00
10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00
24：00

6:30　起床
7:45に現場着を目標に起きる。でき
るだけギリギリまで寝る。

7:45　現場到着
今日の予定を確認。続々と来る職人さ
んに挨拶。

12：00　昼食
コンビニでお弁当を購入。たまにお弁
当を持参するときもあるが作るのが
大変で持ってくることができない…

17：30　仕事終了
急ぎの書類もない為、定時帰宅。帰れ
る時は帰ってゆっくりする。

19:30　夕食
彼女と自炊するか、外食。最近は外食が多
め。今日はコメダ珈琲でカツサンドを注文。

23：30　就寝
もう少しゲームをやりたいが、朝起き
られなくなる為就寝。

8：30　作業開始
掘削作業の為の法面丁張を設置。測
量は快測ナビがある為一人でできる
が、法丁張は一人だと掛けづらい為、
上司に手伝ってもらう。

7:10　出勤
朝食はいつも取らない為、軽い身支
度を済ませすぐ出勤。朝食を食べた
日はむしろ体調を崩してしまう。

8：00　体操・朝礼
全員集まったら、ラジオ体操、朝礼。
いまだに人の前で話すのは慣れない。

10：00　休憩
ジュースを飲みながら休憩。近くにあ
る自販機が100円で買えるものが多
くて嬉しい。

13：00　午後作業開始
現場の様子を見ながら巡回。巡回後、
職人さんの作業を止めないよう、丁張
掛けや写真の準備を行う。

18：30　帰宅・入浴
汗をかいていたり、ホコリがついてい
る状態でくつろげない性格の為帰っ
たら即入浴。

Touhoku Construction Engineer Story / 技術者物語

苦境めげない雑草魂
生活苦から歩み
地域企業で開花

2000年3月生まれ。山形県新庄市出身。
1級土木施工管理技士補、2級土木施工管理技士

株式会社 髙工
本社／〒983‒0045　宮城県仙台市宮城野区宮城野一丁目28‒1
TEL.022-297-3344　FAX.022-297-3258
URL　https://www.kk-takako.biz/

工事部

渡部　光輝さん　Koki　Watanabe

Miyagi

　技術が試されるものづくりの仕事ですが、技術面だけではなく人とのつながりも大事
な要素だと考えています。渡部君は入社して５年目、現在の橋梁下部工工事で３現場目
を経験しています。発注者・協力会社の気持ちを理解しながらしっかり自分の考えを伝
え、現場をスムーズに動かしているなと感じており、私が常々思っている「人とのつなが
り」を大事にしているのが伝わり感心しました。これから経験を重ねて技術力を高め、
会社で必要としている若い世代のリーダーとしてさらなる成長に期待しています。

工事部課長

櫻井 敏矢氏

上司・先輩から一言

技術者物語

　変位制限装置とも呼ぶ。地震が発生した際、地震の水平力を橋台や橋脚
の複数箇所に分散するとともに、主桁が移動して支承から外れることがない
ように設置するストッパーの役目を持ち、橋梁の耐震性能を高める。

02職場訪問

教えて
建設用語
！

21：00　ゲーム
友達または上司と通話しながらゲー
ム。ＦＰＳや格闘ゲーム等幅広いジャ
ンルをするため、遊ぶ時間が足りない。
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　秋田県鹿角市に本社を置く石川組（島崎祐男社長）。創業から
70年以上の歴史がある老舗建設企業だ。土木・建築の施工能力や
技術力は県内有数で、近年は林業にも力を入れ、グループ企業に
よる石材事業まで幅広く手掛け、若手社員が元気に活躍している。
さらに率先して太陽光発電設備を導入し、脱炭素優良事業所とし
て市からも表彰されるなど、サステナビリティにも力を入れている。
　「挑戦する気概」を社是とする同社で働く村方雄人さんは入社
５年目の若手建築技術者だ。窓や引き戸などを製作する建具職人
の父親の影響で「父に似て、こどもの頃から手先が器用で、建築
をやってみたいと思っていた」と語る。中学校時代は陸上に打ち
こみ、進学先の秋田県立花輪高校（現鹿角高校）で、バレーボール
と出会った。社会人となった今も休日は当時の仲間とともに練習
や大会に明け暮れている。高校２年生後半から就職を考え、別の
建設会社に就職したバレーボール部の先輩の勧めで、評判が良かっ
た地元の石川組を志望した。
　入社後は「普通科だったため、専門用語を一つひとつ覚えるの
が大変だった」と早速、建設用語の辞典を買い、すぐに調べる習慣
を身につけた。最初に配属された現場では「なにをしていいのか
わからなかった」ものの、持ち前のコミュニケーション力を発揮し、
協力会社の作業員の人たちとは「どんどん話せる感じだった」と
いう。
　その後、中学校の改修工事や新設小学校、図書館などの公共建築
に携わってきた。建築工事では、建築設計事務所がデザインした

設計図から、施工会社が着工前に構造や細部のつくり方まで作業
員に指示する施工図を書き起こす。「昔からパソコンなどに触るの
も好きだった」と製図ソフトのCADにもすぐ馴染み、「自分が描い
た施工図で建物が完成した時の達成感は大きい」と仕事の楽しみ
を語る。
　同社の建築チームは４人で、村方さんは現場作業が始まると工程
管理や工事書類の作成などを担当する。発注者に提出する膨大な
量の書類を一つひとつ作成するのは大変な作業だが「身体を動かす
ことは得意」と、時には自ら現場で作業することで気分転換を図っ
ている。
　現場を管理する立場だが、実際に作業する職人さんとは意見が
異なることもある。時には「経験の差を痛感させられる」と悔しさ
をかみ締めることもあるが、相手の意見を受け入れ、知識と経験
の習得を重ねている最中だ。
　入社当初は４週６休の勤務体制で、第２・第４土曜日が休日だった
ものの、現在は完全週休２日が確立されるなど、若者が働きやすい
環境づくりが進んでいる。その休日はもっぱらバレーボールで汗を
流す。任されているのは「セッターの動きを見て、どこにボールが
上がっても即応するポジション」というセンターだ。現場でも冷静
に状況を判断するとともに、咄嗟の判断を良くすることを心掛け
ている。
　バレーボールがない休日は、愛車でドライブしながら寺社仏閣
などを巡っている。「買い物に出かけた先でも建物のデザインや

仕上がり具合が気になる」と建築マンとしての意識が高まりつつある。
　昨年、大規模建築工事の現場代理人に必須の国家資格・１級建築施
工管理技士にチャレンジした。不合格となってしまったものの「感覚
はつかめたので、あとは繰り返し勉強するだけ」と、リベンジに燃え
る。将来は「みんなのたまり場になるような公共建築をつくりたい」
と、地域の活性化や交流の場となる建物を現場代理人として担当す
ることがいまの目標だ。
　これから建設業界を目指す若者には「建築はできたときの達成感
が大きい。面白くないことも確かにあるが、気持ちを切り替えて仕事
をすることが大切だ」
とアドバイスを送る。

“夢は〝みんなのたまりば〟づくり”

プライベート

　村方さんが従事しているのが「鹿角

市立立山文庫継承十和田図書館新築

工事」の現場だ。1958年に旧十和田町

役場として建設され、その後、図書館

に転用されたが、施設の老朽化を受け、

十和田市民センター敷地内に移築する。

規模はRC造２階建て延べ約990平方

㍍。新たに建築チームに加わった後輩

に写真撮影を任せ、自らは上司に相談

しながら工程管理や工事書類の作成

に精を出している。

ネコ（猫車）

仕事の１日

5：00
6：00
7：00
8：00
9：00
10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00
24：00

6:00　起床

7:10　出社
7:30　現場着
市内の現場は近くて楽

12:00　昼食
お弁当は彼女の手作り

19:00　夕食
お風呂に入った後はスマホやテレ
ビを見ることが多い

17:00　退社
時間外労働上限規制で前よりも早
く帰れるように

13:00　現場巡回
リフレッシュして午後もがんばろう

8:00　朝礼
現場を巡回し、職人さんと打ち合わ
せ、事務所で書類作成も

22:00　就寝

18:00　帰宅

16:00　片付け

Touhoku Construction Engineer Story / 技術者物語

先輩の勧めで地元企業入社
キャプテン経験生かし
精力的に現場を監督

2001年５月生まれ。秋田県鹿角市出身。

株式会社  石川組
本社／〒018-5421　秋田県鹿角市十和田大湯字中田１-３
TEL.0186-37-3041　FAX.018-37-3043
URL　https://www.ishikawanet.co.jp/

建築部

村方　雄人さん　Yuuto　Murakata

Akita

　地元の高校を卒業後入社して早５年が経ちました。入社後初めての現場が、中学校
を地区の統合小学校へ変える大規模改修工事。自分の卒業した学校ということもあり、
随分気合が入っているなと見ていました。今では、現場の段取り・測量・書類作成など
精力的にこなしてくれています。高校時代バレー部キャプテンの経験を生かし、皆の
リーダーとして現場をスムーズに進めることが出来るよう期待しています。今年は
一級建築施工管理技士を絶対とると頼もしいことを言っています。

常務取締役

西村 隆二氏

上司・先輩から一言

技術者物語

　手押し一輪車のこと。由来は定かではなく「猫が通れるほどの幅で運べ
る」「伏せると猫の丸い背のよう」など諸説あるという。

02職場訪問

教えて
建設用語
！とっさ
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　“段取り八分仕事二分”。仕事において前準備の重要性を説く
ことわざで、これを実践している人は、仕事ができると言われる。
本取材に当たり、事前に設問に添った回答を作成・提出し、予期せぬ
質問にも淀みなく爽やかに応じる本編の主人公・原島さんも、間違
いなく“できる”技術者だ。
　原島さんは、秋田県と隣接する山形県の北の玄関口・真室川町
に２女１男の末っ子として生まれた。幼い頃から外遊びが好きで、
自転車で出掛けては近所の牧場でサイクリングに勤しむ元気な男
の子だった。一方、生来器用な質で、プラモデルづくりも得意だった。
　そんな原島さんが建設業に興味を持ったのは、建設会社に勤務
する父の影響だった。現場に連れて行ってもらい、働く姿を見て
「してみたい」と憧れた。縦横に活躍する重機や機械も魅力的で
「こういう仕事に就くんだろうなあ」と、この頃から既にうっすら
と自らの将来像を思い描いていたという。
　活動的な原島さんだが、中学で選んだ部活は意外にも吹奏楽部。
「姉が２人とも吹奏楽部だった」ためだ。入部初日から管楽器の
音が出るという生来の勘の良さを発揮し、花形であるトランペット
を担当したが、思い通りに吹けず「１年半は楽しくなかった」という。
転機は中２の夏。講師の指導が上手だったためか「何となく楽しい
と感じた」。そこから急速に上達し、高校までの６年間、ソロパート
もある花形楽器の演奏を担い続けた。
　高３の就職活動時には、元々建設業を志望していたこと、また

地元で働きたいとの思いから、「たまたま求人票の一番上にあった」
という、地域を代表する建設会社・神室工業を迷わず希望し、運命
に導かれるように、かつて思い描いた将来像を実現した。
　入社後、２カ月に渡りさまざまな現場で研修を重ねていた原島
さんの机の上に、ある日『設計書』なる書類が置かれていた。「何
だろう、これは？」。隣席の先輩に尋ねると「お前の現場だろ」と
の返事。「驚いたもののやるしかない」と意を決した。かくして
入社からわずか２カ月にして道路工事の現場代理人を務めること
になった。原島さんに寄せる会社の期待の大きさの現れだった。
しかし、その期待とは裏腹に、元々重機オペレーターや現場作業
員を希望していた原島さんにとって技術職は想定外。「数年は本当
に嫌だった」という。
　転機が訪れたのは、河道掘削や橋梁などの現場を経て現場代理
人として携わった雪崩予防施設設置工事のときだ。「自分で現場
を動かす機会が比較的少なく、書類の作成作業に向き合いやす
かったため仕事を少しずつ覚えていくことができた」。さらに、
その後の基盤整備事業では「現場の状況に合わせて変更が多い
仕事だったが、その中で知識が増え、柔軟性が備わった」。
　これをきっかけに「オペレーターのほうが好きという気持ちは
変わらないが、技術屋として仕事をしているほうが良い」と思え
るようになった。その後は現場経験を積むことで仕事の楽しさに
目覚め、それがさらなる成長につながるという好循環が生まれ、

今や技術力を身に付け、段取りも抜かりのない、会社を背負う『若き
エース』へと成長を遂げた。
　そんな原島さんが感じる建設業の魅力は「製造業などと比べて仕事
の自由度が高く、自分の裁量で考えて仕事が出来るので楽しい」こと。
建設業を志す若者には「自分も普通科を卒業して右も左もわからない
状態だったが、社長を始めとする会社の方々のサポートや便利な機械

“父から受け継ぐDNAで建設業へまっしぐら
     自分の裁量を活かせる自由度の高さが魅力”

休日に趣味の釣りを楽しむ

　原島さんが現在携わっているのは「令和

５年度平岡３期地区水田農業低コスト等基盤

整備事業第１工区工事」だ。農地の大区画化

など農業生産基盤を整備し、良好な環境を

整えて耕作者が使いやすい田畑にすること

を目的に実施されている。実際の工事では、

田面を１つにまとめる整地工、農道を広くする

道路工、田んぼに水を配るための用水路工、

不要になった水を流すための排水路工など

を行った。湧水などで軟弱な地盤がある中、

湧水処理や基盤の入れ替えなどを行うこと

で、トラクターやコンバインがぬからない

田んぼを作ることが工事のポイントだという。

トータルステーション

仕事の1日

5：00
6：00
7：00
8：00
9：00
10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00
24：00

５：00　起床
花に水やり　雨の日は二度寝

８：00　朝礼
当日の仕事内容について打合せ
〇〇くん昨日仕事頑張りすぎて寝
坊かな？連絡してみよう

10：00　休憩
15分間休憩

19：00　帰宅・入浴
お風呂に入って少しゆっくりしよう

15：00　休憩
一息ついてもう少し頑張ろう

12：00　昼食
現場のみんなと雑談したり午後から
の仕事内容を話しながら食べる

８：30　作業開始
作業内容の細かい部分は現場で
説明しながらスムーズに作業でき
るように

７：00　出発
好きな音楽を聴きながら出勤
７：30　現場到着
朝礼前に現場のみんなと雑談

22：00　就寝
子どもを寝かしつけたあとスマホ
で映画見ながら就寝

17：00　作業終了
現場の作業終了。明日の打合せを
したり書類をまとめよう

20：00　夕食
今日は秋刀魚の塩焼きとおでん
テレビを見ながらゆっくり食べよう
家でお酒は飲まない

13：00　仕事再開
午後は眠くなるけど集中

Touhoku Construction Engineer Story / 技術者物語

段取り八分は当たり前
楽しさ覚えて開花した
会社を背負う若きエース

1995年2月生まれ。山形県真室川町出身。
２級土木施工管理技士

神室工業  株式会社
本社／〒999‒5311　山形県最上郡真室川町大字平岡1750‒１
TEL.0233-62-2229　FAX.0233-62-2224
URL　https://www.kamuro.kouji.biz

工務部技士

原島　芙幸さん　Fuyuki　Harashima

Yamagata

　高校新卒で入社してから今年で11年目になりますが、仕事の飲み込みが非常に早く、
技術的にも工程の組立に関しても率直に言って一人前と見ています。会社の未来を
背負うと言うより既に主力として活躍しています。これだけできる若者はなかなか
おらず、貴重な存在です。注文をつけることはありませんし、このまま日々の仕事を
積み上げていけば経験豊富な技術者になってくれると思います。ただ、若くて責任感
が強い余り、頑張り過ぎることがあるので無理はしないでほしいと思っています。

工務部係長

杉山 昌宏氏

上司・先輩から一言

技術者物語

　水平角と鉛直角を計測する経緯儀という器械に、測距儀の機能が内蔵さ
れた測量機器。写真の機種には自動追尾機能が備わっており、自動的に正確
な角度と距離を計測できる。

02職場訪問

教えて
建設用語
！

があるからこそ続けてこられた」と
自らの体験を振り返りつつ「覚える
ことが多くて大変だが、その分やり
がいがある。皆さんも是非経験して
ほしい」と呼び掛ける。
　父のDNAを受け継ぎ、導かれる
ように飛び込んだ建設業の“楽しさ”
を実感することで天賦の才を開花
させた原島さん。今後も愛する地域
と家族の暮らしと安全を守るため、
持てる技術力を遺憾なく発揮して
いくつもりだ。
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　福島市で1970年に創業して以来、社会環境の変化に柔軟に対応し、
今もなお飛躍と発展を続けている総合建設業・晃建設。社名に“福島
県の地域に根差し輝き続ける”という意味合いが込められた同社の
中で、ひときわ輝きを放つ存在が工事部工事課長を務める寺島健太
さんだ。寺島さんは、幼少期から続けてきた野球で磨き上げたリーダー
としての資質を発揮し、建築工事の現場代理人として福島県内を中心
に数々の建物を作りあげている。一方、社内では新技術の導入に果敢
にチャレンジし、働き方改革を推進。さらに後輩の育成にも力を注ぐ
など、社内外問わず信頼を集める建築界期待の星だ。
　寺島さんは、隣町の伊達市で男３兄弟の長兄として生まれ育った。
「活発な子どもだった」と言う小学校時代にクラブ活動がソフトボール、
学外では少年野球チームに入り、中学・高校ともに部活動は一貫して
野球に汗を流す青春時代を過ごした。仲間との日々の練習で強靭な
肉体と精神性を磨き、試合では基本ルールの順守や相手を尊重する
スポーツマンシップを培った。この間に務めたキャプテンとして個々
の資質を見抜く洞察力やチームの統率力なども身に付けた。
　中学校３年生の時に「将来は体を生かせる仕事に就きたい」との
考えから建設業が浮かび、県立福島工業高校建築科に入学した。
　晃建設へ入社するきっかけは、進学と就職の二択に頭を悩ませる進路
選択の最中、高校に寄せられた求人情報だった。社会人経験がない
学生にとって公開資料だけで企業の良し悪しを判断することは困難を
極める。ましてやこの頃の寺島さんは「直ぐに社会に出て働きたい気持
ちがあった」ものの、大学で教員資格を取得し、建築系の先生をしながら

野球部の監督になることに憧れを抱いていた。揺れる気持ちはゼネコン
勤務経験者だった担任が晃建設の求人を見て「ここなら大丈夫」と
太鼓判を押したことが決め手となり、同社への就職を決めた。
　入社後の研修を経て半年間は社内業務を担当し、その後の現場で
は改修工事などで現場代理人の補助として実務経験を積んだ。26歳
で１級建築施工管理技士の資格を取得し、保育園の増築工事で現場代
理人としてデビューを果たした。独り立ち当時について「主任や副所
長などの立場から所長の背中を見て学んできたつもりだったが、施工
サイドの代表として施主と設計者にコストや施工性を踏まえた実現性
の高い案を提示し、合意を得ることは苦戦を強いられた」と振り返る。
また、工事では敷地が狭い中、施設利用者らが利用しながら進めるため、
仮設や資材置き場の配置などに苦慮した。建物の引き渡し後に足を
運んだ際に「子どもたちが楽しそうに遊んで使ってくれている姿を
見た。その時に感じた嬉しさは今も忘れられない」とほほ笑む。
　その後、複数の建物を手掛け、ベテランとして経験を積んだ寺島さん。
今では工事ごとの内容と現場環境などを基に、野球で磨いた特性を
見抜く眼と采配能力、現場で蓄積した施工ノウハウを生かして職人の
個性を見極めながら最適な施工チームの編成を心掛けており、一丸と
なってさまざまな現場で工期内に無事故・無災害で良質な建物を仕上
げる“完全試合”を実現している。
　直近ではより高い施工精度と効率的な現場の管理運営を目指すため、
直接社長にメリットをプレゼンし、３次元データとなるBIM技術の導入
に結び付けた。通常業務の合間にソフトの操作方法などを熱心に学び、

木造カフェ建設プロジェクトに初めて採用。「施主に完成予想図を説明
する際に、従来の２次元と異なり、３次元は説明しやすく理解もされやすい。
今後も武器になり得る」と最新技術の確かな手応えに目を光らせる。
　後輩には「現場では細かな問題が頻繁に起こりえるため、有事の際は
即安全の確認・行動の重要性を教えている」と育成に力を入れている。
特に新入社員には「ゼロから100まで
携われることは、他産業にない我々だけ
の面白みだ」と仕事の楽しみを伝え、
定着を後押ししている。
　プライベートでは22歳で結婚し、子
どもが２人いる。住まいは中古の戸建
てを８カ月かけて純和風から洋風に
自らフルリノベーションし、奥さんの理
想とするマイホームに仕上げた。休日
は「子どものイベントに合わせて休日
を調整し、積極的に参加している」と
子煩悩な一面も。社会人野球やゴルフ
など、趣味も充実する毎日を過ごす。

“個性を見極め最適な施工チームを編成”

休日は家族と過ごす時間を大切する

　寺島さんが取材時に担当していたのは、
福島県二本松市内でイチゴ農園が直営する
木造カフェの新築工事現場だ。農園から理想
のイメージをヒアリングし、BIMデータを使っ
て複数の完成イメージを提示・修正しながら
具現化した。木の特徴を生かして居心地が
良い空間をつくりつつ、堅牢性を確保するた
め「構造体の柱といった現し部分を美しく見
せるとともに、見えない隠す部分の納まりに
注意しながら施工した」。同社初のBIM案件
だったが、平坦な県道沿いにおしゃれな外
観と室内空間をつくり、農園自慢のイチゴを
使ったメニューと合わせて人気を博している。

オニクランプ

仕事の1日

5：00
6：00
7：00
8：00
9：00
10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00
24：00

６：00　起床
仕事の日はこの時間に起床
身支度を整え、愛犬の朝の散歩
を実施

７：15　現場到着
朝礼前までにメール等の確認

９：00　打合わせ
職人さんと進捗確認・納まりの
確認・チェック
今後の進め方も重点的に説明

17：00　仕事終了
場作業は終了
各種図面・書類の追い込みを

13：00　仕事再開
昼礼を行い、体を再度仕事モードへ
午後イチの現場確認を実施

10：00　休憩
10時と３時は15分の休憩
さて、お昼まであと一踏ん張り

６：45　出勤
通勤中に朝食を済ませる

８：00　体操・朝礼
作業員さん全員とラジオ体操
職人さんに負けじと元気よく

22：30　入浴・就寝
子供・愛犬の寝顔を見て、今日の
疲れを吹っ飛ばし、明日への活力に
おやすみなさい。一瞬で夢の中へ・・・

15：00　休憩
本日２回目の休憩

19：30　帰宅・夕食
子供たち、愛犬にただいまが至福
の時

12：00　昼食
奥さんの愛妻弁当を
作ってくれる奥さんに感謝

Touhoku Construction Engineer Story / 技術者物語

野球で磨いた
リーダーの資質発揮
信頼集める期待の星

1989年５月生まれ。福島県伊達市出身。
１級建築施工管理技士、二級建築士

ひかり

株式会社  晃建設
本社／〒960‒8135　福島県福島市腰浜町31‒16
TEL.024-535-3125　FAX.024-535-3127
URL　http://www.fk-hikari.jp/

工事部工事課長

寺島　健太さん　Kenta　Terashima

Fukushima

　寺島君は、入社当初の現場が私の部下として着任しました。遠方現場だったため、
生活も一緒で、いわゆる「同じ釜の飯を食う」というような現場生活を過ごしました。
　思い出すと当時から彼は元気よく、職員、職人みんなに可愛がられていました。あれ
から何度か同じ現場で一緒に仕事しましたが、現場ごとに成長が大きく見られました。
　今は課長職に就き、中間管理職として頑張っています。各種資格取得の挑戦や、
CADやBIM、ドローンなどの技術取得へ自己研鑽しているようです。社内の若手職員
の集団（晃青年会）でもリーダーシップを取り若手職員の教育に力を入れています。
　これからは、会社の主軸となって各部門間のさまざまな『わ』を共有し、さらに大きな
力へと変えるように頑張ってほしいと期待しています。

取締役建築部長

畠 幸弘氏

上司・先輩から一言

技術者物語

　正式名称は「メッシュクランプ」。単管パイプになどに取り付けて
メッシュシートや養生シートなどを固定する。爪部にシート隅のハトメ
を引っ掛けることでたるみ無く張ることができる。
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